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言例

  1本書は、平成5年度に山形県教育委員会が国庫補助を受けて実施した、平成5年度以

  降農林土木事業関係遺跡他に関する遺跡詳細分布調査の報告書である。

  2調査および報告書の作成は、山形県教育庁文化課の渋谷孝雄・長橋至・佐藤正俊の
  3名が担当した。

   3本書の編集は長橋至・渋谷孝雄が担当した。

  4第1章に遺跡一覧、第2章に個々の遺跡の内容を記した。新規発見遺跡・抹消遺跡・

  範囲・位置・名称の変更については、本書の発行をもって周知されたものとする。

  5挿図の縮尺は不統一である。各図毎にスケールを示した。遺跡位置図は国土地理院発

  行の2万5千分の1の地図を使用した。ただし、第2章2以下については、これをさら

  に縮小して使用した。第2章1の遺跡地名表の番号は当該事業内の遺跡位置図中の番号
  と一致する。

 挿図および文中の記号は、黒丸・T(トレンチ)・TT(テストトレンチ)TP(テスト

 ピット=1×1mの試掘区)は試掘地点、赤色部分は遺構・遺物検出地点、遺跡位置図中

 の赤色部分は遺跡範囲、RP一土器・ST一竪穴住居跡・SE一井戸跡・SK一土壙・SD一

 滴跡・SP・EP一柱穴・SX一性格不明遺構・SG一旧河川跡を示す。

 図版の遺物は2分の1・3分の1を基本とした。

  6調査にあたっては、関係各機関・市町村教育委員会および地元関係者のご協力を得た。

  記して謝意を表する。
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 Ⅰ調査の目的、方法と経過

 1調査の目的、方法

 本調査は、平成6年度以降に実施予定となる開発計画等に先行して、埋蔵文化財包蔵地

 (遺跡)の詳細な分布調査を行い、遺跡の所在、範囲、性格を明らかにし、開発計画との

 調整をとって、遺跡の保護を図ることを目的とした。なお、一部、前年度、あるいは今年

 度の調査結果に基づき、記録保存のための小規模な発掘調査と立会い調査も実施した。調

 査は、その目的によって、以下の方法で実施した。

 (1)A調査(現地確認調査・表面踏査)

 開発事業計画範囲内の表面踏査を行い、遺跡の範囲と事業実施計画区域の平面的な関係

 を確認し、遺跡の保護を図ることを目的とする。

 (2)B調査(試掘調査)

 坪掘りやトレンチ掘りを行って遺構や遺物の平面的な分布範囲や、遺構確認面までの深

 さ等を把握して、開発事業計画との調整をとって遺跡の保護を図ることを目的とする。

 (3)C調査(記録保存のための発掘調査)

 A・B調査の結果、遺跡の保存状態が良好でない場合や、開発事業にかかる面積が狭い

 場合や接する場合に、必要に応じて実施する記録保存の調査。方法は発掘調査に準ずる。

 (4)立会い調査

 開発事業による遺跡への影響が軽微な場合、工事施工に立ち会って実施する調査。この

 調査によって、遺構や遺物が発見された場合には記録保存を行う。

 (5)埋蔵文化財包蔵地基礎調査

 「山形県遺跡地図」(昭和53年版)に登録された遺跡、及びその後に発見・登録された遺

 跡の内容の補筆を行い、合わせて、遺跡の有無を確認し、将来の各種開発計画に備えるこ

 とを目的とする調査。調査方法は表面踏査である。

 2調査の経過

 山形県教育委員会では、毎年6～7月に開発関係各機関に、今後の事業計画についての

 照会を行い、その回答を受けて、7月中旬にヒアリングを実施し、事業計画と埋蔵文化財

 包蔵地との関係について検討している。そして、この結果に基づいて、必要に応じて分布

 調査を実施し、事業との調整を図っている。そのほか、開発関係各機関から提出された埋

 蔵文化財分布調査依頼に基づく調査も随時行っている。今年度の調査は、平成5年4月か

 ら平成6年1月まで表一2の工程で、表一1に示した各遺跡の調査を実施した。なお、今

 年度新規登録した遺跡、位置、範囲、遺跡名の訂正した遺跡はIII章に示した。

 一1一







 II調査の概要

 1調査遺跡地名表

 (1)県農林事業関係遺跡

       No、種別遺跡名所在地時期立地地目

       1散布地せきぱ堰場米沢市大字川井字道下奈良時代平安時代中世平地(235m)水田
       2包蔵地こいでさわ小出沢A東田川郡羽黒町大字手向字小出沢縄文時代台地(140m)山林

       3包蔵地こいでさわ小出沢B東田川郡羽黒町大字手向字小出沢縄文時代台地(150m)山林

       4散布地こいでさわ小出沢C東田川郡羽黒町大字手向字小出沢縄文時代台地(135m)畑地

       5散布地はったん八反東根市大字長瀞字株川.平安時代自然堤防(82m)畑地果樹園

       6城館跡ながとろもとだて長瀞本楯東根市大字長瀞字本楯中世平地(80m)畑地果樹園水田
       7散布地わた」監渡月天童市大字山口字坊所縄文時代段丘(185m)畑地果樹園

       8窯跡あらいばらかまあと荒井原窯跡天童市大字荒井原字荒井原平安時代山麓(183m)果樹園

       9散布地はくさんどう白山堂村山市大字林崎字大尻皿縄文時代奈良時代段丘(145m)畑地果樹園

       10集落跡やじま矢島村山市大字擶山字手塚森縄文時代(早～前期)段丘(132m)宅地畑地
       11散布地しもはら下原a米沢市大字三沢字中瀬戸縄文時代(前期)段丘(279m)水田宅地畑地
       12住居跡ますがえとどうけつ鱒ヶ越戸洞穴東置賜郡高畠町大字安久津字鱒ヶ越戸縄文時代(中期)山腹(332m)山林

       13城館跡しだたて志田館東置賜郡高畠町大字二井宿中世山頂(371m)山林

       14城館跡ならはしたて樽橋楯飽海郡平田町大字樽橋中世丘陵(96m)山林果樹畑地

 一4一













 (2)一般国道建設・改良事業関係遺跡

       Nα種別遺跡名所在地時期立地地目

       1包蔵地とくぽ外久保新庄市大字仁間字磯の沢縄文時代(早・中期)扇状地(87m)水田畑地山林地
       2散布地しんまちうしろ新町後新庄市大字鳥越字新町後・本宮後縄文時代段丘(105m)水田畑地林
       3集落跡営ざわ畠沢1寒河江市大字清水新田字富沢107-1外縄文時代平安時代段丘(130m)果樹園畑地水田

.

 (3)県道建設・改良事業関係遺跡

       Nα種別遺跡名所在地時期立地地目

       1散布地とくだやま徳田山飽海郡松山町大字徳田字丸橋縄文時代丘陵(25m)水田果樹荒地
       2山岳祭祀跡てんじんやま天神山山形市大字松原古墳時代丘陵(132～177m)山林果樹園
       3集落跡しもやなぎ下柳A山形市大字青柳字上柳古墳時代中世自然堤防(107m)水田道路宅地

 一10一





       Nα種別遺跡名所在地時期立地地目

       4包蔵地なしきはら梨ノ木原西村山郡大江町大字本郷字梨ノ木原縄文時代段丘(147m)畑地

       5散布地たきさわ滝ノ沢西村山郡大江町大字本郷字下夕乙縄文時代段丘(132m)畑地

       6包蔵地はったんいなほしはら八反稲干原村山市大字河島元塩川字八反稲干原縄文時代平安時代平地(80m)畑地荒地

       7城館跡たかすたてあと鷹の巣楯跡北村山郡大石田町大字鷹の巣中世段丘(80m)畑地杉林

       8散布地ふきやしき吹屋敷米沢市赤芝町字古屋敷縄文時代段丘(300m)宅地畑地

       9散布地ほうでんじんじゃ宝殿神社米沢市大字簗沢字殿原縄文時代段丘(305m)境内墓地山林・宅地
       10散布地城館跡かなやたてあと金谷楯跡米沢市万世町金谷縄文時代中世段丘(260m)水田山林公園
       11包蔵地おおだいはら大代原米沢市大字簗沢字大代原縄文時代段丘(317m)学校敷地

 一12一









 (4)砂防関係遺跡地名表

       Nα種別遺跡名所在地時期立地地目

       1散布地なかまる中丸西置賜郡白鷹町大字小山沢字中丸平安時代山腹(119m)畑地

       2散布地醤がやま石ケ山長井市大字草岡字岩ヶ沢縄文時代段丘(290m)畑地草地

 (5)国営農地開発事業(鳥海南麓地区)

       No.種別遺跡名所在地時期立地地目

       1散布地おぐらやま小倉山酒田市大字北沢字鷹尾山縄文時代弥生時代平安時代山腹(200m)山林





 2試掘調査の概要
にしかわ

 (1)西ノ川遺跡(平成4年度登録・集落跡)

所在地鶴岡市大字下川字西谷地

調査員長橋至

 調査期日平成5年10月20・21日

 起因事業県営ほ場整備事業(下川地区)

 遺跡環境鶴岡市善宝寺北東約1㎞に位置する。遺跡の中心部は畑地で、周辺部の水田

 は過去に削平を受けている。遺跡の中心部で標高は約11mを測る。

 試掘状況本遺跡については、平成4年度に試掘調査を実施している。今回は、さらに

 密に22の試掘区および12本のトレンチ(重機使用・延長160m)を設定し、遺

 跡の状況の把握に努めた。

 調査結果畑地のほぼ全域で遺構が検出された。主な遺構は土壙15、竪穴住居跡と考え

 られる土色変化1、柱穴多数、溝状遺構等。遺物は、平安時代の赤焼土器・

 須恵器片が整理箱1箱程出土した。

 以上により、本遺跡は平安時代の集落跡が、周囲の削平された部分を除き、

 良好に遺存しているものと判断される。





   みやまえ

   (2)宮の前遺跡(遺跡番号615)

   所在地山形県村山市大字富並字宮の前

   調査員長橋至・渋谷孝雄

   調査期日平成5年6月1～4日・18日・24～25日8月10～11日

   起因事業県営ほ場整備事業(富並地区)

   遺跡環境富並川左岸の段丘上に立地する。平成5年度緊急調査実施。

 試掘調査C地区(緊急発掘調査中に、当初遺跡外とした地点で大量の遺物が出土し、

 遺跡範囲の再確認のため実施。遺跡中心部から投棄された遺物の捨て場の様

 相を呈した。この地区は、盛り土となり、現状保存となった。)

 立ち会調査A・B地区(水路および当初工事計画外の削平部分を対象に実施。遺跡の南

 西部端にあたる地点。遺構・遺物は中心部に比し希薄である。A地区で土壙

 7基・ピット2基、B地区で土壙6基・ピット47基・埋設土器2基が検出さ

 れた。土壙は、SK1～3・5のような大形で自然堆積の状況を呈するもの、

 SK8・13のようにやや小形で一時期に人為的に埋められた状況を呈するも

 のなどのタイプがみられる。)

 時期は、出土遺物から縄文時代晩期初頭から中葉と考えられる。





 SKl土層注記

 1暗褐色シルト
 2暗黄褐色シルト(地山ブロ・vク含む1
 3暗黄褐色シルト(地山ブロソク含む・やや暗い)
 4暗黄褐色シルト(地山ブロ・'ク・炭化物含む1
 5暗黄褐色シルト(地山ブロック・暗褐色土含む)
 6暗褐色シルト(地山小プロ・ク含む1
 7暗褐色シルト(小風化礫含む)
 8暗褐色シルト1炭化物を多く含む1
 9暗褐色シルト(地山プロ・'クを斑状に含む)

     SK2土層注記SK2
     1暗褐色シルト{均質17黄暗褐色シルト(3に似る}
     2炭化物層8暗黄褐色砂質シルト
     3黄褐色砂質シルト(やや暗い、9暗褐色シルト(均質・小風化礫含む)

     4黄褐色シルト(炭化物含む〕10暗褐色シルト(均質沙量の炭化物含む)
     5暗黄褐色シルト{地山プロソク・炭化物含む111暗褐色砂質シルト(地山小ブロック含む)
     6黄褐色シルト{地山小ブロック含む〕12赤褐色砂(焼土か)

     

   SK3土層注記

   1暗褐色シルト〔均質)8暗褐色シルト(均質)
   2暗褐色シルト(少量の炭化物を含む)9黒色シルト(大量の炭化物含む)
   3暗褐色破質シルト(やや暗い)10黄褐色砂質シルト(均質)
   4暗褐色シルト1地山小ブロック・炭化物含む)11暗褐色砂質シルト(地山小ブロック含む)
   5黄褐色砂し地山プロ・ク)12黄色褐色砂(暗褐色シルト小ブロック含む)
   6暗褐色シルト(地山ブロ・vク含む)13黄色褐色砂質シルト
   7暗褐色シルト(5em大の地山ブロック含む}

   1SK5土層注記暗褐色シルト1地山小ブロック・炭化物含む1SK6
   2暗褐色シルト(大量の地山ブロ・ク含む1SK6土層注記
   3暗褐色シルト(炭化物含む)3'暗褐色シルト均質1暗褐色シルト(炭化物・地山小ブロック含む)
   4暗褐色シルト(黒色土・遺物含む)
   5暗褐色シルト(地山ブロ・ク含む)
   6暗黄褐色シルト(地山ブロック)
   7暗黄褐色シルト(均質1
   8暗黄褐色シルト(斑状に地山・黒色土ブロック含む)
   9黒色粘土質シルト(大量の炭化物含む}
   10暗褐色砂質シルト(均質〕
   11暗褐色砂質シルト(地山小プロ・'ク含む)

   12黄色褐色シルト質粘土1暗褐色シ'レト小ブロ・ク含む)132.00m

SK8
 SK8土層注記

 1暗褐色砂質シルト(均質}
 2暗褐色砂質シルト他山・1・ブロ・ソク含む)
 3暗黄褐色シルト質砂1斑状に地山小ブロック含む、

SK10

 SK10土層注記

 1暗褐色シルト1均質)

  SK13
  SK13土層注記

  1暗黒褐色シルト(炭化物地山小ブロック含む)
  2赤褐色砂
  3暗褐色シルト(地山プロリク多く含む)
  4暗褐色シルト(均質)
  5暗褐色シルト(地山ブロックを若干含む)

  C地点土層注.記(1～5が遺物包含層)
  1オリーブ褐色砂質シルト
  2オリーブ褐色砂質シルト〔やや暗い1
  3黒色枯土質シルト{親砂・拳大の礫を大量に含む)
  4黒色粘土質シルト(粗砂・'1・礫を少量含む)
  5黒色粘土質シルト(細砂・炭化物を大量に含む)
  6灰色砂し粗砂・遺物はほとんど含まれない〕
  7灰色シルト質砂礫怯頭大の礫を大量に含む}
  8灰色砂(人珀大の礫を.k最に含む}





   かねあい(3)家根合遺跡(遺跡番号1,706)
   所在地山形県東田川郡余目町大字家根合字五輪塚他

   調査員長橋至

   調査期日平成5年11月29・30日

   起因事業一般農道整備事業(余目南部2期)

 遺跡環境余目町家根合地区南東500m、京田川右岸の自然堤防上に立地する。遺跡全域

 が水田である。標高は5.7mを測る。遺跡の中心は、今回の調査対象地区の南

 側となる(昭和20年代の耕地整理時に平安時代の土器大量に出土)。

 試掘状況本遺跡については、平成4年11月に同事業による試掘調査を実施している。

 今回は昨年未調査部分を中心に試掘区を17設定し遺跡の状況を探った。

 調査結果調査対象地区は、本遺跡の最北端部にあたることが判明した。同時に、遺跡

 内計画路線東半部は1m以上の泥炭層の堆積が認められ、住居跡等の遺構の

 存在は考えられないことも明かとなった。西半部では、昨年の調査結果同様、

 比較的安定した地山が存在する。TP15からは縄文時代後期の所産と考えら

 れる磨製石斧が1点出土した。平安時代の遺物は、TP16および周辺の水路

 等から採取された。





  たけこし

  (4)嶽の腰5遺跡(平成5年度新規)

             所在地山形県飽海郡遊佐町大字杉沢字嶽の腰

             調査員長 橋至・渋谷孝雄

  調査期日平成5年5月11～14日・18～21日・25～28日

  起因事業国営農地開発事業鳥海南麓地区(嶽の腰1工区)

  遺跡環境JR羽越本線遊佐駅の東方約9kmの山中、標高400～410mを測る台地上の平

  坦部に立地する。周辺には嶽の腰2～4遺跡が点在している。2～4遺跡に

  ついては平成4年度新規登録であるが、さらに追加の調査を実施し遺跡範囲

  の確認が必要である。

  試掘状況嶽の腰4遺跡から南西へ約200m、東西400・南北100mの範囲の平坦部につい

  て試掘調査を実施した。試掘区は10～20mおきの126箇所である。

  調査結果対象とした平坦部では、柱穴・土壙・落とし穴等が検出された。しかし、全

  域で遺構が認められるわけではなく、また、地点が限定されて検出される状

  況でもない。樹木等により限定された調査のため、本遺跡についてはさらに、

  嶽の腰2～4同様に再度の試掘調査が必要である。なお1今回の調査につい

  ての詳細は、再調査の結果報告時に一括しておこなう。





  つきおかだいくら

  (5)月岡台の倉楯跡(平成4年度登録)

  所在地山形県西村山郡西川町大字月岡

  調査員長橋至

  調査期日平成5年11月9日

  起因事業東北横断自動車道酒田線建設工事(寒河江月山沢間)

  遺跡環境寒河江川右岸の丘陵に立地する。頂部に15m程の平場、頂部東側に100m、南

  側に曲輪状の小さい平場(今回の調査対象地区)がある。

  調査状況立木伐採後、試掘調査に入ったが、材が未搬出のため、丘陵上では試掘区は

  4箇所に限定された。また、楯跡東側現水田部分については西川町教委の見

  解として「根小屋」の可能性が示唆されたため、この区域にも9箇所の試掘

  区を設定しその有無を調べた。

  調査結果丘陵上の試掘区では、遺構・遺物は未検出であった。なお、この地区につい

  ては材の搬出後、再調査が必要である。「根小屋」とされた区域では、過去に

  個人による基盤整備が行われたとのことであった。それを裏付けるように地

  山の撹乱、切り土・盛り土が認められ、遺跡は確認されなかった。





 よこくき(6)横山由楯跡(平成4年度登録)
所在地山形県西村山郡西川町大字横軸

調査員長橋至

 調査期日平成5年11月10・11日

  起因事業東北横断自動車道酒田線建設工事(寒河江月山沢間)

  遺跡環境寒河江川左岸の丘陵に立地する。中心部は、過去の土取りで破壊されている。

  旧六十里越え街道の番所跡(伝)の石組がみられる。

  調査状況立木伐採後、試掘調査に入ったが、曲輪の一部については材が未搬出のため

  試掘はできなかった。路線内の頂部・番所跡・下段の平場について試掘区・

  トレンチ11箇所設定した。

  調査結果旧番所跡では、9×5mの範囲で40個前後の大型の礫が規則的に配列されて

  いる。番所跡の位置する平坦部にはそれ以外の遺構は存在しないと考えられ

  る。下段の平場は、現国道112号線横曲トンネルにより大半が削平されていい

  る。遺存した平場の南側TP5で土壙が1基検出された。

  今回の調査対象区では、曲輪状の平場、旧六十里越え街道、旧番所跡が遺存

  していることが明らかになった。





  みずさわたてあと(7)水沢館跡(平成4年度登録)
  所在地            山形県西村山郡西川町大字水沢

調査員               長橋  至

  調査期日平成5年11月15・16日

  起因事業東北横断自動車道酒田線建設工事(寒河江月山沢問)

  遺跡環境寒河江川左岸の丘陵に立地する。標高343～241m、館西側が地滑り地形で緩

  斜面となり館跡の境界となる。本館跡については、県教委実施の中世城館跡

  調査で詳しく取り上げられている。

  調査状況高速道路用地内約3,000平米について、試掘区17、トレンチ3本を設定した。

  曲輪・空堀・土塁等が良好に遺存している。

  調査結果調査対象地区内では、曲輪が3段、東・西側に空堀各1箇所、西側境界部分

  に土塁状の盛り土が認められた。曲輪部分では、試掘の結果土色変化等の遺

  構は今回は未検出、中世の遺物の出土も認められなかった。曲輪2段目西側

  の一部で土止め用の石組が見られたが、館跡に直接関連するか検討を要する。

  なお、今回の調査対象地区は、高速道のトンネル開口部から館跡内の西側部

  分としている。





  いしくらたてあと(8)石倉館跡(平成4年度登録)
  所在地山形県西村山郡西川町大字石倉

  調査員               長橋至

  調査期日平成5年11月11・12日

  起因事業東北横断自動車道酒田線建設工事(寒河江月山沢間)

  遺跡環境寒河江川左岸の丘陵に立地する。標高275～285m、東西130m・南北50mの範

  囲に等高線と平行に空堀状の落ち込みが長さ30m・幅2～4mで10箇所程認

  められる。

  調査状況空堀状の落ち込みのうち2箇所について落ち込みに直交する方向に1×7m

  のトレンチを設定し、試掘した。併せて、材の切り出し時に開削された土塁

  状の高まり部について法面を削り土層の観察をおこなった。

  調査結果空堀状の落ち込みは、底部に黒色土が、その上層に暗褐色土、さらにシルト

  質の暗褐色土が堆積しており、自然堆積の様相を呈している。空堀の下側の

  堆積土は山の礫で、空堀掘削後、盛り返したものとは考えられない。人工的

  な可能性はあるが、楯として周辺部を見た場合、曲輪等の施設が認められな

  いため、縄張り図作成等でさらに検討を要するものと考えられる。





 おかむら(9)岡村遺跡(昭和63年度登録)
所在地山形県東田川郡朝日村大字熊出字岡村

調査員      渋谷孝雄

 調査期日   平成5年5月25日

  起因事業東北横断自動車道酒田線建設工事櫛引工事区工事用道路建設

  遺跡環境遺跡は朝日村役場の北北東方約1.8kmに位置し、標高77mの小扇状地に立地す

  る。昭和63年度の県教委の分布調査で発見登録された縄文時代の遺跡である。

  現在の地目は山林や休耕田となっている。

  調査状況今回の調査は現道を約6m拡幅して工事用道路とする事業計画との調整のた

  めに実施した。拡幅予定地内にほぼ10mおきに1×1mの試掘坑を合わせて

  11箇所設定し地山までの掘り下げを行い、堆積状況や遺物包含層、遺構の有

  無の確認を行った。

  調査結果調査の結果、TP1、TP4、TP7、TP8、TP9の5箇所で縄文土器

  や剥片が1点から5点出土したが遺構の存在は確認できなかった。休耕田の

  部分は以前のほ場整備によって撹乱が著しく、部分的なものを含め1次的な

  包含層が残っている地区はTP4～9までの約60m弱と判断された。





しみずわぎ

 (10)清水脇2遺跡(平成4年度登録)

 所在地山形県村山市大字土生田字清水脇1791-4他

調査員長橋至

 調査期日平成5年12月22日

 起因事業国道13号山形北バイパス建設工事

 遺跡環境国道13号の尾花沢市と大石田町方面への分岐点から南東へ約250m、標高

 82～84mの山麓部に立地する。平成4年度に県教委試掘調査実施(トレンチ

 調査2カ所)。

 試掘状況今回は、平成4年度の試掘調査に追加して新たに10箇所の試掘区を設定し遺

 跡の状況を探った。

 調査結果TP4で径40cmの平面プランをもつ土壙が1基検出された。確認面は現地表

 から35cmの暗黄褐色土である。TP7以外では今回は明確な遺構は検出され

 なかった。遺跡中央部で平成4年度の調査時に縄文・平安時代の明確な遺構

 が検出されているため、中心部は遺跡中央部と考えられる。なお、今回の調

 査時は積雪1mを越える悪条件であったため、さらに綿密な試掘調査が再度

 必要である。





  めぐや

  (11)廻り屋遺跡(平成元年度登録)

             所在地  山形県西置賜郡白鷹町大字石那田字廻り屋

            調査員  長橋  至

  調査期日平成5年10月6・7日

  起因事業国道287線道路改良工事(白鷹町畔藤地内)

  遺跡環境白鷹町町下地区から北西に約0.5km、最上川から東へ1kmの段丘状に立地す

  る。遺跡範囲は東西200m・南北250m程で地目は水田、畑地となっている。

  遺跡の道路用地内で一部表土の削平が行われている。

  調査状況用地内に10本のトレンチを設定、重機で表土を除去した。5～8トレンチは

  表土の削平を受けた部分ですでに柱穴等の遺構が調査前の段階で一部確認が

  できた。

  調査結果1トレンチで古墳時代の遺物(完形品)が比較的まとまって出土した。3・

  4トレンチでは土壙、竪穴住居跡と考えられる土色変化が、6・7トレンチ

  では多数の柱穴の他、焼土が検出された。5トレンチ及び6・7トレンチの

  西側は地形的な落ち込みが観察された。

  本遺跡は、古墳時代と平安時代の2時期が考えられる複合遺跡である。





 うえきばいち(12)植木場一遺跡(平成2年度登録)
 所在地  山形県南陽市大字宮崎字植木場一・町屋敷一・二・地蔵堂他

調査員  長橋至

 調査期日平成5年10月13・14日

  起因事業一般県道南陽川西線道路改良(宮崎地区)

  遺跡環境遺跡は南陽市宮崎地区に含まれる。奈良・平安時代の遺跡として登録された

  が、南陽市教育委員会の資料及び今回の調査で、さらに中世の館跡と江戸時

  代初期の上杉家鷹狩り時の休み所としての「御殿跡」と伝えられる場所が遺

  跡内に含まれることが明かとなった。さらに、地区民により縄文時代前期の

  石器が付近で表採されている。

  調査状況遺跡内の未買収地区を除く約2,000平米を対象に36箇所の試掘区・トレンチを

  設定した。遺跡西側をA地区、東側の伝「御殿跡」をB地区と仮称する。

  調査結果A地区ではTP3・5・7～11・15・17・21で柱穴、土壙、平安時代の土器

  片・縄文時代の石器剥片が出土。B地区ではTP24・28・31・34・35を除く

  試掘区から縄文・平安・中世・近世の遺構・遺物が出土した。特に、「御殿跡」

  では中・近世の遺物が多い傾向にある。





 ゆみはりだいら(13)弓張平0遺跡(平成4年度登録)
所在地山形県西村山郡西川町大字志津字弓張平

調査員長橋至

 調査期日平成5年9月28日～10月1日

 起因事業都市公園整備事業(弓張平公園)

  遺跡環境遺跡は弓張平公園内の陸上競技場すぐ東側の台地に立地し、地目は雑木林と

  なっている。標高は623～626mを測る。平成4年度に試掘調査を実施してお

  り、今回は範囲の確定を目的とした再調査である。1

  調査状況昨年度の1トレンチの完掘、および新たに6～8トレンチ3本を設定し、遺

  跡の状況を探った。トレンチはすべて手掘りである。

  調査結果1トレンチでは、昨年の遺物出土面のさらに下層から25点の石器砕・剥片が

  出土した。遺構は未検出である。新たに設定したトレンチは1x4～5mで

  あるが、遺物は全体に希薄であり、1トレンチに見られるような集中域はな

  かった。いづれのトレンチでも石器砕`剥片1～2点の出土であった。、

  以上により、本遺跡は、昨年実施した試掘調査の結果とほぼ同じく、東西20

  m・南北60mの範囲と考えられる。





かわらだ

 (14)河原田遺跡(平成4年度登録)

所在地山形県山形市大字今塚字河原田

調査員長橋至

 調査期日平成5年4月22日

 起因事業住宅団地分譲事業(今塚地区)

 遺跡環境山形市今塚地区の南西300mの平地に所在する。地目は水田・畑地となってい

 る。平成3年度に表面踏査により遺跡可能性地、平成4年度の試掘調査で新

 規遺跡として登録された。なお、平成5年度に、本遺跡の北200mに位置する

 「今塚遺跡」の緊急発掘調査が(財)山形県埋蔵文化財センターにより実施

 され、仁寿参年(西暦853年)六月三日銘の木簡が出土するなど、極めて貴重

 な成果が得られた。

 調査状況昨年実施した試掘調査時に、未調整地区として調査から除外した部分を中心

 に16箇所の試掘区を設定した。(図中H4:平成4年度調査)

 調査結果調査対象地区の南側を中心に遺物が出土した。TP1では柱穴、TP3、16

 等から弥生時代の土器片、さらに平安時代の須恵器片等が出土したTPもあ

 る。昨年度の調査成果と併せ、本遺跡は、今回調査対象とした区域を中心に

 東西100m・南北50mの範囲の弥生時代・平安時代の複合遺跡と考えられる。





  かみやち(14)上谷地b遺跡(米沢市遺跡地図Nα0268)
  所在地山形県米沢市大字上谷地538他

  調査員渋谷孝雄

  調査期日平成5年12月16日

  起因事業県立米沢工業高等学校産振校舎新築工事及びグランド工事

  遺跡環境遺跡はJR米沢駅の東北東約2㎞に位置し、遺跡の中心部は旧羽黒川によっ

  て形成された河岸段丘上に立地する。小河川を挟んで同じ面の北側に野際遺

  跡があり、両遺跡とも縄文時代の遺物が散布している。

  昭和56年に両遺跡の間の水田部に地権者が井戸の設置と暗渠設営工事を行っ

  たところ、表土下2～5m付近から縄文時代後晩期の土器と丸木弓が出土し

  たことで低湿地遺跡として注目されるようになった。

  調査状況今回の調査は段丘上に中心がある上谷地b遺跡が段丘下の水田部まで延びて

  いるかどうかを確認するための調査で、段丘に近い用地内に2×135m(T

  1)、2×22m(T3)の南北トレンチ、2×20m(T2)の東西トレンチを

  設定して重機で地山までの掘り下げを行った。

  調査結果T1中央のIV層(青灰色粘土)中から縄文時代晩期大洞BC式の小形深鉢の

  完形品が出土した他、縄文土器片、石匙等が出土し、同トレンチの北部で上

  幅20m、深さ1.2mの旧河川が検出された。この旧河川からは遺物は検出され

  なかった。T2からは遺構・遺物とも未発見で、T3からはT1との交差部

  分から西に12mの地点まで若干の縄文土器片が出土した。

  以上から、下図に示した範囲まで縄文時代の包含層が分布すると考えられた。





 3記録保存調査・立会い調査の概要

 (1)ソリメA遺跡(昭和57年度登録)

 所在地     尾花沢市大字原田字ソリメ

調査員     長橋至

 調査期日  平成5年6月10～17日

  起因事業県営ほ場整備事業(玉野第二地区)

  遺跡環境中原田地区南側水田一帯、綱木川右岸の段丘上に立地する。遺跡範囲は東西
  100m・南北200m程、標高は約170mを測る。

  調査状況本遺跡については、平成4年1月に4本のトレンチによる試掘調査を実施し
  ている。その結果、遺構の集中範囲が限られること、遺構の密度が希薄なこ

  とから、工事に先行しての立ち会い調査とした。調査区は、先の調査のデー

  タを基に、中心部分と考えられる遺跡南側に約900平米の範囲で設定し重機
  で表土を除去した。

  調査結果土壙7基、柱穴10を検出。土壙はいづれも径100～150cm、墳底は平坦、やや
  オーバーハングする特徴を有する。柱穴は住居跡を構成する配置では検出さ

  れない。遺物は縄文時代前期の土器片70、凹石3、フレイク数片が出土した。





  SK2
  SK2土層注記

  1黒色砂質シルト(少量のパミス含む)
  2黒色粘土質シルト(地山小ブ・ック含む)
  3黒色シルト質砂(斑状に地山小ブ・ック含む)
  4暗褐色砂質シルト(地山小ブロック含む)
  5黄褐色シルト(地山ブロック)

 SK5土層注記

 1黒色砂質シルト(少量のパミス含む)
 2黄褐色シルト(地山ブロック)

 SK10土地注記

 1黒色シルト(1cm大のパミスを含む)
 2暗褐色砂質シルト(小量の炭化物を含む)

 SK15土層注記

 1黒色シルト(1cm大のパミスを含む)
 2黄褐色砂質シルト(地山ブロック)

 SK17土層注記

 1黒色シルト(1cm大のパミスを含む)
 2黄褐色砂質シルト(地山ブ・ック)
 3黒色シルト(1に比しパミスが少ない)
 4黒色シルト(大量の地山ブロックを含む)

 SK20土層注記

 1黒色シルト(1cm大のパミスを含む)
 2黒色砂質シルト(少量のパミス含む)
 3黄褐色シルト(オーバーハングの崩壊土)

 SKlg土層注記

 1黒色砂質シルト(少量のパミス含む)
 2暗褐色シルト(地山小ブロック含む) SK21

 SK21土層注記

 1黒色シルト(少量のパミス含む)
 2黒色砂質シルト(多量のパミス含む)
 3黒色粘土質シルト(若干のパミス含む)





   (2)県営ほ場整備事業高瀬川地区関係遺跡

  遺跡名　　　　　　かみやまざき上山崎遺跡(平成4年度登録)山形県飽海郡遊佐町大字当山字上山崎
   たなか

   田中遺跡(平成4年度登録)山形県飽海郡遊佐町大字当山字田中
   じぞうでん

   地蔵田遺跡(2,092平成4年範囲変更)山形県飽海郡遊佐町大字当山字上山崎
   のせ

   野瀬遺跡(平成元年度登録)山形県飽海郡遊佐町大字北目字野瀬・田屋敷

  調査員　　長橋至・渋谷孝雄

  調査期日平成5年7月27～30日・11月4～5日

  起因事業県営ほ場整備事業(高瀬川地区)

  遺跡環境遊佐町北部、月光川左岸の水田に立地する。遺跡は隣接して所在している。

  調査結果平成5年度に実施されるほ場整備事業のうち、水路・道路の一部について立

  ち会い調査を行った。上山崎・田中・地蔵田遺跡では平安時代の遺物が数袋

  出土したが、遺構は未検出である。野瀬遺跡では、TT5・7で平安時代の

  土器を含む土壙、溝跡等が、TT6では性格不明の落ち込みのほか、平安時

  代初期の土器(須恵器)が出土した一辺2.7mの竪穴住居跡の約2分の1が、

  TT8では外枠3段内枠2段の井戸跡が検出された。(TT8は平成5年11月

  4～5日に調査実施)









 ごうざき(3)郷崎遺跡(平成4年度登録)
 所在地       山形県酒田市大字刈穂字郷崎46他

 調査員　　　 渋谷孝雄

 調査期日　　平成5年9月8～9日

  起因事業農村整備総合パイロット事業庄内地区、集落排水処理場建設

  遺跡環境遺跡はJR羽越本線本楯駅の南東約2.2㎞、国指定史跡「城輪柵跡」の外郭線

  南西隅より南西約200mに位置する。平成4年10月の試掘調査で登録した遺跡

  である。この時の調査では赤焼土器片、須恵器片が出土している。

  調査状況今回の調査は処理場建設に伴って掘削が予定されている部分の調査を行って

  記録保存とするために実施した。平成4年度の調査により当該部分に遺構が

  分布する可能性はほとんどないと言うことが明かとなっていたため短期間の

  調査となった。調査は掘削部分を重機を用いて徐々に掘り下げて、出土遺物

  の採取を行い、地山面まで掘り下げた。

  調査結果調査の結果、IV層～V層にかけて平安時代の須恵器、土師器、赤焼土器片が

  ポリ袋に2個分出土したが、当初予定されたとおり遺構は未発見であった。

  昭和55年のほ場整備によって動がされたのはIII層までで、これらの遺物はそ

  れ以前に近隣から動いて再堆積したものと考えられる。





こしおうばら

 (4)小四王原A遺跡(遺跡番号1,443)

 所在地山形県西置賜郡白鷹町大字高岡宇内ノ地391他

調査員渋谷孝雄

 調査期日現地確認:平成5年7月22日試掘調査:9月1～2日

 工事立会い:10月12日

 起因事業農業公社牧場設置事業(高岡地区)

 遺跡環境遺跡はフラワー長井線荒砥駅の北方約1.3㎞に位置し、最上川の形成した河岸

 段丘上に立地する。昭和47年に浄水場の建設に伴う緊急発掘調査が白鷹町教

 育委員会によって行われ縄文時代中期の竪穴住居跡が検出され、浄水場内の

 一角に竪穴住居が復元されている。

 調査状況今回の調査は桑畑から牧草地にする工事との調整のために実施したもので、

 開発予定地内における遺跡の範囲と遺物包含層、遺構確認面までの深さを把

 握し工事計画を変更するための資料を得ることを目的とした。1×1mの試

 掘坑を20mおきに設定し地山までの掘り下げを行った。

 調査結果調査の結果、25箇所の試掘坑のうち16箇所で縄文時代中期の遺構や遺物が検

 出され、概ね地表下30cmまでは撹乱を受けた表土であることが明かとなった。

 この結果を踏まえ、工事は30cm以内の範囲での土の移動に限定するという協

 議が整い、遺跡は現状保存となった。





しもやなぎ

 (5)下柳A遺跡(遺跡番号152)

所在地山形県山形市大字青柳字上柳

 調査員渋谷孝雄長橋至(4月21日)

 調査期日試掘調査:平成5年4月21日5月20～21日

 記録保存:7月12～23日(実質9日間)

起因事業主要地方道山形天童線道路改良

 遺跡環境遺跡はJR奥羽本線羽前千歳線の北北東方約1.2㎞に位置し、高瀬川の形成し

 た自然堤防上に立地し、標高は107mを測る。

 調査状況4月の調査は予定路線の近接し下柳遺跡(五輪塔)が登録されていたため、

 以前からの協議により、試掘で有無の確認を行うことを目的として行ったが、

 中世の墳墓はなく、下柳A遺跡の西方で古墳時代の遺物が出土することが明

 かとなったため、5月に範囲確認のため、重機を用いて試掘調査を実施した。

 その結果、計画路線内に部分的に古墳時代の集落があることが判明したため、

 その部分について記録保存の発掘調査を実施することとなったものである。

 調査結果調査の結果、東西に延びる幅約30mの自然堤防上で4軒の古墳時代の竪穴住

 居跡を検出した。このうち、ST1から土師器の甕、甑、壺、碗が9個体、

 ST2からは碗、壺各1個体と砥石、ST3、4からは須恵器の醜等が出土

 した。これらの土器は古墳時代中期の南小泉II式の範疇で捉えられる。













こかわうち

 (6)小川内遺跡(遺跡番号152)

 所在地山形県最上郡真室川町大字大沢字悪次郎2,029他

調査員渋谷孝雄杉山純一他

 調査期日試掘調査:平成5年9月22日

 記録保存:11月24日～12月3日(実質8日間)

起因事業一般県道砂子沢小又釜渕停車場線凍雪害防止工事

 遺跡環境遺跡はJR奥羽本線真室川駅の北西方約4㎞に位置し、小又川の形成した独

 立丘上の河岸段丘(残丘)上に立地する。標高は107mを測り、地目は畑地、

 宅地、水田、墓地等となっている。

 試掘調査調査は道路拡幅予定地内にほぼ5mおきに、1×1mの試掘坑を10箇所設定

 し地山までの掘り下げを行った。

 この結果、TP1を除く各試掘坑で縄文時代後期から晩期にかけての土器片

 と石器が出土し、遺構と考えられる土色変化も確認された。

 この結果をもとに事業主体の県土木部と協議を行った結果、道路拡幅で破壊

 される恐れのある部分を対象として記録保存の措置を取ることとなった。

 発掘調査発掘調査はバックホーで約25cmの表土を除去したあと、手掘りで遺物包含層

 の掘り下げを行った。包含層は20～35cmの厚さがあるが、X10・Y15より南

 側は極端に遺物量が少なく、部分的な掘り下げでも遺構が検出されなかった



土壙堆積土注記

 SK3:暗褐色シルト(炭化物、焼土粒を含む)

 SK4F1:褐色砂質シルト(暗褐色粘土質シルト

 が混リ炭化物を若干含む。)

 F2:褐色砂質シルト(炭化物を多量含む)

 SK5:暗褐色シルト(地山粘土のブロックと炭化物

 を多量含む)

 SK6:極暗褐色シルト(炭化物、褐色砂後シルト粒

 を多量霜降り状に含む)

 SK7:褐色粘土質シルト(黒褐色シルト黄褐色砂

 質粘土の大ブロックを斑状に含む)

 SK8:黒褐色砂質シルト(地山ブロックを霜降り状

 に含み、炭化物を多量含む)

 SK9:暗褐色シルト(炭化物を若干含む)

 SK10:褐色砂質シルト(暗褐色シルトの小ブロック

 を多量含む)

 SK11:暗褐色シルト(炭化物を若干含む)

 SK12:黒褐色シルト(黄褐色砂質粘土の大ブロック

 を斑状に含む。炭化物も多量含む)

 SK13:黒褐色粘土質シルト(炭化物を若干含む)

 SK14:褐色砂質シルト(炭化物を若干含む)

 SK15:暗褐色シルト(炭化物を若干含む)

 SK16:黒褐色砂質シルト(炭化物、焼土粒を多量

 含む)





 ことと、時間的な制約もあったためこの部分の調査を断念し、調査区北部の

 遺構密集地の精査を中心とせざるを得なかった。

 検出した遺構は竪穴住居跡2軒、土壙15基、ピット約30基である。

 竪穴住居跡は2軒とも部分的な検出となっており、プランは両者とも略円形

 で推定直径4m前後と考えられる。ST1は調査区の北端で検出したもので、

 確認面からの深さは16～27cmを測る。周壁に沿って合わせて5基のピットが

 検出された。ピットの深さは5～34cmでP1、4、5が30cm以上の深さとな

 っている。なお、この床面で深70㎝の土壙SK17が検出された。ST2は調

 査区の南東部で検出した。確認面からの深さは5～12cmで、床面の周壁に沿

 って9基のピットが検出された。14～39cmで立石の入ったものもある。この

 床面でも深さ65cmの土壙が確認された。ST1・2とも炉跡は確認できなか

 った。

 土壙は円形もしくは楕円形を基調としながらも不整形なものが多く、深さ等

 もまちまちである。土壙の中には明らかに縄文時代後期の所産と考えられる

 ものがある。

 遺物は包含層、遺構内から合わせて整理箱で23箱分が出土した。縄文時代後

 期前葉と後葉及び晩期前半のものがあり、石器は磨製石斧、石鏃、磨石、凹

 石がある。







おおうら

 (7)大浦C遺跡(米沢市遺跡番号381)

所在地山形県米沢市中田町字大浦

調査員渋谷孝雄

 調査期日試掘調査:平成5年6月1～2日

 記録保存:6月23日～7月1日(実質7日間)

起因事業一般県道米沢浅川高畠線緊急地方道整備事業

 遺跡環境遺跡は米沢市役所の北北東方約2㎞に位置し、最上川の形成した河岸段丘上

 に立地する。標高は233mを測る。具注暦の漆紙文書が出土し、奈良時代の郡

 衙と推定されている大浦B遺跡の東に隣接する。過去に農業関連及び宅地開

 発に伴って米沢市教育委員会の手による発掘調査が行われ、奈良時代と中世

 の遺構が検出されている。

 調査状況試掘調査は予定路線内を対象に重機を使用して実施した。この結果、時期は

 不明であるものの土壙数基と、多数のピットが検出されたため、記録保存の

 発掘調査を実施することとなった。

 調査結果調査の結果、古代に遡る可能性のある溝SD21と近世から近代の所産と考え

 られる土壙10基、大溝1条、溝1条とピット約220基が検出されたが、市教委

 の調査区の南に隣接する地域でありながら古代及び中世の遺構は未検出であ

 った。遺物は呉須と輸入コバルトを使用した磁器片がポリ袋に3袋出土した。









 ふじしまじょう(8)藤島城跡(遺跡番号1,716)
所在地山形県東田川郡藤島町大字藤島字古楯跡

調査員渋谷孝雄

 調査期日立会い調査:平成5年10月4～5日

  起因事業山形県立庄内農業高等学校自転車置場設置工事

  遺跡環境遺跡はJR羽越本線藤島駅の東方約500mの藤島川右岸に位置する。平成5年

  度まで河川改修や庄内農業高等学校の整備等に伴い6次の発掘調査が行われ、

  、15～16世紀を中心とする城跡であることが確認されている。

  調査状況今回の立会い調査は自転車置場の設置に伴って実施されたもので、過去の発

  掘調査や試掘調査の結果によるデータを検討した結果、事業による掘削が遺

  構確認面に及ばないと判断されたが、平面的な位置が本丸堀跡にあたること

  が確実視されたため、その検証を目的として実施した。

  調査結果調査の結果、土塁の一部と堀跡と考えられる落込みを確認でき、本丸の北西

  隅となることが明かとなった。また、今回の調査で本丸の規模が確定し、本

  丸内部はトレンチャーによる現代の撹乱が著しいものの、土壙等が密集して

  存在する様相が明かとなり、堀の外側は概して保存状況が良く明確な遺構が

  残っていることが確認された。なお、当初の予測どおり、今回の工事は遺構

  確認面には及ばないことが判明した。









 おいし(9)生石2遺跡(遺跡番号2,060)
所在地山形県酒田市大字生石字登呂田

調査員渋谷孝雄

 調査期日平成5年9月10日

  起因事業酒田警察署東酒田駐在所建築

  遺跡環境遺跡はJR羽越本線酒田駅東方約8㎞、出羽丘陵の山麓部に位置し、矢流川

  等による小規模な扇状地に立地する。国道345号線道路改良、県営ほ場整備、

  酒田農協東平田支所建設等の事業に伴い山形県教育委員会及び酒田市教育委

  員会によって、合わせて6回の発掘調査が行われ、弥生時代前期・中期、奈

  良・平安時代の大規模な遺跡であることが明かとなっている。

  調査状況今回の調査は山形県警察本部及び酒田市の手続きミスにより駐在所が遺跡内

  に建設されたことによる事後調査であり、駐在所用地内に1×2mのトレン

  チを6本設定し、遺構遺物の分布状況と駐在所建設によってどの程度の影響

  を受けたかを調査し、周辺部を含めた今後の開発計画に対処するための資料

  を得る目的で実施したものである。

  調査結果調査の結果、各トレンチから平安時代の土器片が整理箱に1箱分出土した、

  旧河川の一部も検出された。遺物包含層以下は良く残っており、浄化槽設置

  部分を除き駐在所の基礎も遺構確認面には及んでいないことが明かとなった。





 Ⅲまとめ

 平成5年度の遺跡詳細分布調査は、平成6年度以降に予定されている開発事業に先行し

 て、遺跡の所在・範囲・性格を明らかにし、開発事業との調整を図ることを目的として実

 施した。また、一部記録保存のための小規模な発掘調査と立ち会い調査も実施した。

 調査遺跡は58カ所を数える。そのうち、新たに発見され、登録した遺跡は3遺跡(中世

 城館跡)である。また、A調査やB調査・立ち会い調査により、遺跡の位置・範囲・遺跡
 名の訂正(または抹消)が必要となったものは5遺跡である。以下にその一覧を掲げてま
 とめとする。

 なお、本書の発行をもって、新規遺跡および訂正等が周知されたものとみなす。

 1.新規発見遺跡

    (遺跡名)(所在地)(時代)

    1志田館東置賜郡高畠町大字二井宿中世

    2楢橋館飽海郡平田町大字楢橋中世

    3嶽の腰5遺跡飽海郡遊佐町大字杉沢字嶽の腰縄文時代

 2.範囲・位置・登録抹消を要する遺跡

    (遺跡名)(内容)(備考)

    1月岡台の倉楯跡範囲の訂正平成5年3月「分布調査(20)」

    2下柳A遺跡範囲の訂正昭和53年3月「山形県遺跡地図」

    3八反遺跡位置の訂正昭和53年3月「山形県遺跡地図」

    4小倉山遺跡登録抹消平成4年3月「分布調査(19)」
    5南野B遺跡登録抹消平成5年3月「分布調査(20)」
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